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　この四釜駅は物流の中心で、米や炭を仙台へ、逆
に仙台からは日用品や雑貨が入ってきました。
　大和町の吉田・升沢地区の炭なども交易があった
欠
かけ

入
いり

地区経由で、この駅に運ばれキドッコの貨車に
積んだようです。絹の道ならぬ、四釜「炭の道」が
あったなんて、ますます夢が広がります。

四釜駅跡（現在）四釜駅跡（現在）

８月・９月会議
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９９月月
会議会議

令
和
３
年
９
月
会
議
を
９
月
７
日
か
ら
７
日
間
開
会
し
ま
し
た
。

　

令
和
3
年
度
各
種
会
計
補
正
予
算
10
件
、
令
和
２
年
度
各
種
会
計
決
算
認
定
９
件
、
教

育
長
及
び
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
な
ど
６
件
、
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

な
ど
を
原
案
ど
お
り
可
決
。

歳入総計 54億5,036万円

歳出総計 53億4,022万円

翌年度へ繰り越し 537万円

実質収支額 1億477万円

42億5,904万円

53億4,022万円

R元年度 R2年度

●最近５年間の歳出決算額の推移
（一般会計）

46億15万円44億6,005万円 45億1,753万円

H28年度 H29年度 H30年度

歳入・歳出共に歳入・歳出共に
前年度前年度よりより1010億円以上の 億円以上の 増加増加

（前年度より）10億2千万円増

　10億8千万円増

　423万円減

　5千万円減

コロナウイルス感染症防止対策関連に9億円以上コロナウイルス感染症防止対策関連に9億円以上
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決算のあらまし決算のあらまし令和2年度令和2年度

町民一人あたりの町税額　113,426円 町民一人あたりの歳出額　808,511円

【↑前年度より増えた主なもの・↑↑大幅増・↓前年度より減った主なもの】

歳 入 54億5,036万円 100％

歳 出 53億4,022万円 100％

地方交付金 22億8,555万円 41.9％↑地方交付金 22億8,555万円 41.9％↑

国庫支出金 12億1,091万円 22.2％↑↑国庫支出金 12億1,091万円 22.2％↑↑

町税 7億4,918万円 13.7％↓

県支出金 3億1,467万円 5.8％

地方消費税交付金 1億5,010万円 2.8％

町債 1億4,934万円 2.7％

繰入金 1億2,214万円 2.2％

諸収入 1億1,560万円 2.1％

地方譲与税 9,095万円 1.7％

繰越金 8,523万円 1.6％

使用料及び手数料 7,467万円 1.4％

その他（11件） 1億202万円 1.9％

その他（4件） 8,647万円 1.6％

議会費 8,206万円 1.5％↓

消防費 1億5,404万円 2.9％

商工費 1億5,653万円 2.9％

公債費 3億3,077万円 6.2％

衛生費 3億3,962万円 6.4％

土木費 4億3,508万円 8.1％

農林水産業費 4億3,614万円 8.2％

教育費 6億2,048万円 11.6％↑教育費 6億2,048万円 11.6％↑

総務費 12億5,896万円 23.6％↑↑総務費 12億5,896万円 23.6％↑↑

民生費 14億4,007万円 27.0％↑民生費 14億4,007万円 27.0％↑

⃝町の借金（町債） ⃝貯金の状況（基金）
現在高

36億7,985万円 9億6,004万円
1億6,172万円減 4,984万円減

⃝一 般 会 計⃝
令和３年３月末（6,605人）1人当たり
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監
査
報
告

代
表
監
査
委
員

早
坂
　
仁
一

　
審
査
に
付
さ
れ
た
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
は

　
⑴
決
算
の
計
数
は
正
確
で
あ
る
か

　
⑵
予
算
の
執
行
が
適
正
に
行
わ
れ
た
か

　
⑶
財
政
運
営
が
健
全
で
あ
っ
た
か

　
な
ど
に
主
眼
を
置
き
審
査
を
行
っ
た
。

　
適
正
妥
当
と
認
め
る
。

　
町
民
の
目
線
に
立
っ
た
安
心
で
良
質
な
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
を
望
む
。

令和2年度　特別会計の決算状況
会 計 の 種 類 歳　　入　　額 歳　　出　　額 差　　引　　額 採決状況

奨 学 資 金 貸 付 基 金 1,863万円 1,798万円 65万円 認　　定

工 業 団 地 整 備 事 業 1億3,099万円 1億3,072万円 27万円 〃

国 民 健 康 保 険 事 業 8億5,560万円 7億8,424万円 7,136万円 〃

後 期 高 齢 者 医 療 7,379万円 7,282万円 97万円 〃

介 護 保 険 7億8,621万円 7億6,437万円 2,184万円 〃

介 護 サ ー ビ ス 事 業 264万円 206万円 58万円 〃

下 水 道 事 業 3億7,744万円 3億6,107万円 1,637万円 〃

水 道 事 業 1億9,737万円 1億5,742万円 3,995万円 〃

令和2年度　色麻町財政の健全化判断比率
実 質 赤 字 比 率 連結実質赤字比率 実 質 公 債 費 比 率 将 来 負 担 比 率

－  ％
（15.0％）

－  ％
（20.0％）

10.7％
（25.0％）

101.8％
（350.0％）

※（　　）は早期健全化比率
※健全化判断比率4指標のいずれかが早期健全化基準以上となった場合、早期健全化団体として自主的に財政の健全化を図るため、
財政健全化計画を策定し、議会の議決を経て速やかに公表すること等が必要となります。

決
算
の
意
見

決
算
の
意
見

審
査
の
結
果

審
査
の
結
果
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質
括
総

疑

一
般
会
計
決
算

白
井
議
員

　

健
全
化
判
断
比
率
の
中
の

「
将
来
負
担
比
率
」
が
低
く

な
っ
た
が
、
そ
の
理
由
は
。

鶴
谷
総
務
課
長

　
（
計
算
式
の
）
分
母
と
な

る
標
準
財
政
規
模
が
、
令

和
元
年
度
と
比
較
し
て

１
億
７
千
万
円
く
ら
い
大
き

く
な
っ
て
い
る
の
が
、
大
き

な
要
因
で
す
。

白
井
議
員

　

公
債
費
償
還
の
ピ
ー
ク
の

年
度
は
。

鶴
谷
総
務
課
長

　

現
状
で
把
握
し
て
い
る

ピ
ー
ク
は
、
令
和
４
年
度
で

す
。

白
井
議
員

　

財
政
調
整
基
金
の
積
み
立

て
の
考
え
方
は
。

鶴
谷
総
務
課
長

　

標
準
財
政
規
模
の
20
％
を

目
途
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

令和2年度　公営企業会計の資金不足比率

※3つの特別会計ともに資金不足が発生していないため、数値の表示はありません。

会 計 名 資 金 不 足 比 率 経 営 健 全 化 基 準

水 道 事 業 会 計 － ％ 20.0％

下 水 道 事 業 特 別 会 計 － ％ 20.0％

工業団地整備事業特別会計 － ％ 20.0％

　コロナ対策のため、懇談会を中止することにいた
しました。
　町民の皆様にはたいへんご迷惑をおかけいたしま
すが、時節柄ご理解をいただきますようお願いいた
します。

議会懇談会中止のお知らせ

今
野
議
員

　

令
和
２
年
度
の
税
収
が

減
っ
た
主
な
要
因
は
。

遠
藤
税
務
課
長

　

法
人
町
民
税
と
入
湯
税
の

減
少
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
、

個
人
町
民
税
の
減
少
は
、
所

得
の
減
少
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
野
議
員

　

こ
れ
か
ら
の
持
続
可
能
な

財
政
運
営
は
。

鶴
谷
総
務
課
長

　

自
主
財
源
を
上
げ
て
い
く

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え

ま
す
。
工
業
団
地
を
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
か
ら
レ※

デ
ィ
メ

イ
ド
に
変
え
た
の
も
そ
の
一

つ
の
政
策
か
と
思
い
ま
す
。

※
レ
デ
ィ
メ
イ
ド

　
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お

く
こ
と
。
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決
算
認
定
審
査
全
員
特
別
委
員
会

委
員
長
報
告

委
員
長
報
告

白井幸吉副委員長

山田康雄委員長

　

事
業
目
的
の
達
成
度
、
町
民
の
福
祉
向
上
へ
の
視
点
に
立
ち
、
慎

重
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
令
和
２
年
度
色
麻
町
一
般
会
計
ほ
か
８

会
計
に
つ
い
て
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
、
全
て
原
案
の
と
お
り
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
自
主
財
源
の
確
保
と
事
業
の
ス
リ
ム
化
が
必
須
な
状
況
に

あ
り
、
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
な
お
一
層
の
行
政
改
革
と
健
全

財
政
の
堅
持
に
努
め
、
町
民
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
に
努
力
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

尚
、
委
員
会
と
し
て
次
の
附
帯
意
見
を
申
し
上
げ
ま
す
。

１
．
事
業
評
価
を
明
確
に
し
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
と
行
政
改

革
大
綱
の
遂
行
を
行
う
こ
と
。

２
．
委
員
会
の
指
摘
事
項
を
、
令
和
４
年
度
予
算
編
成
に
反
映
す

る
こ
と
。

３
．
結
婚
支
援
事
業
実
施
要
綱
の
内
容
を
確
認
し
、
精
査
す
る
こ

と
。

交
通
安
全
対
策
費

総

務

課

？
ど
の
よ
う
な
募
集
を
し
て
い
る
の
か

問　
交
通
安
全
指
導
員
の
定

数
が
、
13
名
に
対
し
て
現
在

９
名
で
あ
る
が
、
人
数
を
増

や
す
為
に
ど
の
よ
う
な
募
集

を
し
て
い
る
の
か
。

答　
広
報
紙
や
隊
員
の
方
に

も
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
増

え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
引

き
続
き
募
集
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
町
の
職
員
は
入
れ
な
い

の
か
。
若
い
職
員
が
入
る
こ

と
に
よ
っ
て
職
員
の
経
験
に

な
る
の
で
は
。

答　
職
員
が
入
る
と
い
う
よ

り
も
町
民
の
方
か
ら
入
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
鋭
意
努

力
を
し
て
い
き
ま
す
。

（
関
連
写
真　

左
）

交通安全は指導員募集から
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有
線
放
送
施
設
管
理
費

備
品
購
入
費

民
生
使
用
料

子
育
て
支
援
事
業
費

事
務
局
費

企
画
情
報
課

税

務

課

子
育
て
支
援
室

教
育
総
務
課

？
設
置
状
況
は

？
購
入
内
容
は

？
減
額
理
由
は

？
相
談
件
数
は

？
相
談
件
数
は

問　
有
線
放
送
の
設
置
状
況

は
。

問　
感
染
症
対
策
備
品
購
入

費
38
万
５
千
円
と
な
っ
て
い

る
が
、
何
を
購
入
し
た
の
か
。

答　
加
湿
空
気
清
浄
機
３
台
、

問　
学
童
保
育
料
で
利
用
者

は
増
え
て
い
る
の
に
、
利
用

料
が
50
万
円
ほ
ど
少
な
く

問　
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
で
Ｄ
Ｖ
対
策
と
あ
る

が
相
談
件
数
は
。

答　
相
談
件
数
は
１
８
７
件

で
す
。

問　

色
麻
学
園
の
生
徒
の

様
々
な
悩
み
に
対
応
す
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
す

が
、
相
談
件
数
は
何
件
あ
っ

た
の
か
。

答　
約
２
０
０
０
世
帯
の
う

ち
約
９
割
の
世
帯
で
有
線
放

送
が
設
置
済
み
と
認
識
を
し

て
い
ま
す
。

サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
３
台
、

足
踏
み
消
毒
ポ
ン
プ
ス
タ
ン

ド
３
台
、
非
接
触
温
度
計
２

台
、
長
机
５
基
で
す
。

問　
業
者
の
選
定
と
契
約
の

仕
方
は
。

答　
３
者
見
積
り
に
よ
る
随

意
契
約
で
す
。

答　
不
登
校
の
相
談
は
小
学

校
29
件
、
中
学
校
７
件
、
友

人
関
係
で
中
学
校
５
件
、
家

庭
環
境
の
問
題
で
小
学
校
29

件
、
中
学
校
３
件
、
心
身
の

健
康
面
で
小
学
校
３
件
、
中

学
校
３
件
、
そ
の
他
の
相
談

で
小
学
校
40
件
、
中
学
校
59

件
で
す
。

な
っ
て
い
る
が
減
額
理
由
は
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
関
係
で
、
小
学
校
の
臨
時

休
業
中
の
利
用
料
を
減
免
し

た
た
め
で
す
。

問　

１
件
で
も
相
談
件
数
を

減
ら
す
為
に
今
後
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答　
実
務
者
会
議
な
ど
行
い

な
が
ら
児
童
相
談
所
や
御
家

庭
、
転
入
先
、
転
出
先
と
引

き
継
ぎ
連
携
を
し
な
が
ら
対

応
を
し
て
い
き
ま
す
。

税
番
号
制
度
管
理
費

町
民
生
活
課

？
交
付
率
は

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
率
は
。

答　

令
和
２
年
４
月
１
日

で
、
交
付
率
は
９
・
０
％
で

す
。
令
和
３
年
４
月
１
日
で

22
・
７
％
で
す
。

問　
今
後
ど
の
よ
う
に
交
付

率
を
向
上
さ
せ
て
い
く
の
か
。

答　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

紙
等
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
取
得
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。
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老
人
福
祉
費

町
有
林
補
償
料

農
業
振
興
費

平
沢
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
費

保
健
福
祉
課

産
業
振
興
課

？
対
象
者
は

？
内
容
は

？
取
得
者
は

？
事
務
事
業
評
価
は

問　
高
齢
者
等
タ
ク
シ
ー
利

用
助
成
事
業
の
対
象
者
と
利

用
状
況
は
。

答　
対
象
者
が
１
１
１
人
で

利
用
者
は
62
人
で
す
。

問　
49
人
の
方
が
利
用
を
し

て
い
な
い
が
、
そ
の
理
由
は
。

答　
近
く
に
住
ん
で
い
る
息

子
さ
ん
や
娘
さ
ん
が
送
迎
を

し
て
く
れ
て
い
る
の
で
タ
ク

シ
ー
は
利
用
し
な
い
と
の
こ

と
で
す
。

問　

町
有
林
補
償
料

29
万
５
千
円
の
内
容
は
。

答　
株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
パ

ワ
ー
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
さ

ん
の
風
力
発
電
の
調
査
で
風

況
観
測
で
土
地
の
貸
付
け
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
場
所
の

伐
採
補
償
料
で
す
。

（
関
連
写
真　

下
）

問　

狩
猟
免
許
の
取
得
者
、

ゼ
ロ
の
理
由
は
。

答　
第
1
種
狩
猟
免
許
は
銃

器
を
扱
う
と
い
う
こ
と
で
、

誰
で
も
す
ぐ
免
許
を
取
れ
る

訳
で
は
な
い
の
で
取
得
者
が

い
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

か
っ
ぱ
の
湯
で

６
４
０
０
万
円
以
上
の
経
費

が
か
か
っ
て
い
る
。
担
当
課

は
ど
の
よ
う
な
事
務
事
業
評

価
を
し
て
い
る
の
か
。

答　
指
定
管
理
を
導
入
し
運

営
を
し
て
お
り
、
効
率
的
に

運
営
を
し
な
が
ら
多
方
面
へ

の
積
極
的
な
誘
客
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

月
ご
と
に
イ
ベ
ン
ト
を
組
ん

だ
り
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

実
施
し
有
効
に
施
設
を
活
用

し
、
利
用
者
が
増
加
し
て
き

た
も
の
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
令
和
２
年
に
つ
い

て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
利
用
者
が
大
分

減
っ
て
い
る
現
状
で
す
。

風力発電の調査
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色
麻
保
育
所
費

清
水
保
育
所
費

公
民
館
費

社
会
教
育
課

色
麻
保
育
所

清
水
保
育
所

？
事
業
内
容
は

？
受
け
入
れ
は

？
活
用
し
た
地
区
は

問　
保
育
所
地
域
活
動
事
業

で
高
校
２
年
生
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
と
実
習
生
の
受
入
れ

と
い
う
事
業
が
あ
る
が
そ
の

内
容
は
。

答　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は

加
美
農
高
生
の
１
人
の
実
習

体
験
。
実
習
生
は
仙
台
白
百

合
大
学
、
聖
和
短
期
大
学
か

ら
各
１
名
を
受
入
れ
ま
し
た
。

問　
清
水
保
育
所
で
の
保
育

所
地
域
活
動
事
業
の
受
入
れ

は
。

答　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は

要
請
が
な
か
っ
た
の
で
実
施

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
習
生

に
つ
い
て
は
聖
和
学
院
短
期

大
学
、
誠
真
短
期
大
学
、
盛

岡
大
学
か
ら
各
１
名
を
受
入

れ
ま
し
た
。

問　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

推
進
事
業
5
万
５
千
円
支
出

さ
れ
て
い
る
が
、
活
用
し
た

地
区
と
内
容
は
。

答　
3
地
区
で
利
用
い
た
だ

き
ま
し
た
。
志
津
地
区
の
収

穫
祭
で
９
千
円
、
向
町
地
区

の
地
区
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

会
で
1
万
６
千
円
、
一
の
関

地
区
の
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
振
興
事
業
で
花
火
の
打
ち

上
げ
に
３
万
円
助
成
し
ま
し

た
。

（
関
連
写
真　

下
）

ウイルスを蹴散らす花火
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９９月月
会議会議

補 正 予 算
一 般 会 計

令和３年度 予算総額に予算総額に
3億9,958万5,000円を追加し3億9,958万5,000円を追加し
4747億億9,1959,195万万1,0001,000円に円に

追加補正された主な事業 
庁舎警備業務委託料 １７８万円
定住促進奨励金① １５０万円
加美郡保健医療福祉行政事務組合負担金 ２億３，１３９万円
補装具給付費 １５０万円
広域入所委託料 ６４９万円
子育て応援給付金② ９００万円
予防接種委託料及び扶助費③ ３９９万円 
新型コロナウイルスワクチン接種委託料④ １，６５９万円
一時保管牧草農地還元業務委託料⑤ ２，２８１万円
時短営業協力金⑥ ２，１７８万円
除雪関連事業費 ２，０２０万円
大原５号線拡幅工事費⑦ １，８００万円
電柱等移転補償費⑦ ２１０万円

拡幅工事が施工される大原5号線

※１万円未満切り捨て
①定住促進住宅取等補助金50万円の３件分です。
②児童手当受給者に対し児童１人当たり10,000円を支給するも
のです。
③令和２年度同様にインフルエンザワクチン予防接種料の一部を
助成するものです。
④新型コロナウイルスワクチン接種委託料の休日加算分等です。

⑤福島第一原子力発電所の事故により汚染され一時保管していた
牧草のすき込み処理を行うものです。

⑥緊急事態宣言および蔓延防止等重点措置に伴い営業時間短縮要
請に応じた飲食店に対し、協力金を支給するものです。

⑦大原工業団地の造成に伴い拡幅工事が必要となった大原５号線
関連の工事費等です。



11 色麻町議会だより　第78号

一
般
会
計
補
正
予
算
質
疑

問　

１
７
８
万
６
千
円
大
幅

に
増
額
さ
れ
て
い
る
が
ど
の

よ
う
な
理
由
か
ら
か
。

答　
休
憩
時
間
に
お
け
る
警

備
員
の
配
置
に
つ
い
て
他
県

で
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
指

摘
さ
れ
、
時
間
帯
に
よ
っ
て

警
備
員
の
交
換
要
員
を
配
置

す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で

す
。

問　
当
初
予
算
で
は
広
域
入

所
見
込
み
者
数
が
11
名
で
し

た
。
今
回
の
補
正
予
算
で

６
４
９
万
１
千
円
増
額
さ
れ

て
い
る
が
、
補
正
後
の
広
域

入
所
見
込
み
者
数
は
何
名
と

な
る
の
か
。
ま
た
、
委
託
施

設
の
所
在
地
は
ど
こ
か
。

答　
幼
稚
園
が
12
名
、
小
規

模
保
育
施
設
が
３
名
で
合
計

15
名
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
広
域
入
所
委
託
施

設
の
所
在
地
は
加
美
町
と
大

崎
市
に
な
り
ま
す
。

問　
広
域
入
所
を
希
望
す
る

方
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
整
備
す
る
認
定
こ

ど
も
園
計
画
に
も
影
響
を
及

ぼ
す
。
ど
の
よ
う
な
理
由
で

広
域
入
所
を
希
望
す
る
の
か

詳
細
に
把
握
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
。

答　
広
域
入
所
を
希
望
す
る

理
由
と
し
て
保
護
者
の
勤
務

先
や
、
施
設
の
教
育
方
針
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

問　
給
付
対
象
者
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
給
付
額
を
１
万
円
と

し
た
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。

答　
児
童
手
当
受
給
者
を
対

象
に
考
え
て
い
ま
す
。

  

給
付
額
は
こ
れ
ま
で
の
コ

ロ
ナ
関
連
の
給
付
金
等
を
精

査
し
決
定
し
ま
し
た
。

庁
舎
警
備
業
務
委
託
料

庁
舎
警
備
業
務
委
託
料

広
域
入
所
委
託
料

広
域
入
所
委
託
料

子
育
て
応
援
給
付
金

子
育
て
応
援
給
付
金

問　
一
時
保
管
牧
草
の
農
地

還
元
場
所
と
面
積
及
び
処
理

量
は
ど
の
位
に
な
る
の
か
。

　

ま
た
、
地
権
者
の
同
意
や

周
辺
住
民
へ
の
説
明
会
の
開

催
は
計
画
し
て
い
る
の
か
。

答　
小
栗
山
字
大
日
蔭
地
内

で
面
積
は
６
・
３
㏊
、
処
理

量
は
１
１
１
ト
ン
で
す
。

　

説
明
会
に
つ
い
て
は
、
民

有
地
で
あ
り
営
農
行
為
の
一

環
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
か

ら
、
考
え
て
は
お
り
ま
せ
ん
。

問　
令
和
元
年
度
に
同
様
の

事
業
を
実
施
し
た
際
は
予
め

全
員
協
議
会
で
説
明
し
て
い

る
が
、
今
回
開
催
し
な
い
理

由
は
。

答　
民
有
地
に
営
農
行
為
の

一
環
と
し
て
実
施
す
る
こ
と

か
ら
、
全
員
協
議
会
は
開
催

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

問　
拡
幅
工
事
を
実
施
す
る

延
長
と
、
拡
幅
後
の
道
路
幅

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答　
延
長
は
２
７
０
メ
ー
ト

ル
で
、
路
側
帯
を
２
メ
ー
ト

ル
拡
幅
し
道
路
幅
員
を
９

メ
ー
ト
ル
に
し
ま
す
。

問　
除
雪
作
業
を
開
始
す
る

際
の
積
雪
量
と
、
委
託
業
者

に
対
す
る
指
導
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。
通
勤

時
間
帯
前
に
は
作
業
を
完
了

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
バ
ス
路
線
は
10
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
上
、
そ
れ
以
外

の
路
線
は
15
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
以
上
の
積
雪
量
を
原
則
と

し
て
い
ま
す
が
、
吹
き
だ
ま

り
な
ど
も
考
慮
し
除
雪
作
業

を
開
始
し
ま
す
。

　

ま
た
、
通
勤
時
間
帯
前
に

は
除
雪
作
業
を
完
了
す
る
よ

う
、
業
者
を
指
導
し
て
参
り

ま
す
。

一
時
保
管
牧
草
農
地
還
元
業
務
委
託
料

一
時
保
管
牧
草
農
地
還
元
業
務
委
託
料

大
原
５
号
線
拡
幅
工
事
費

大
原
５
号
線
拡
幅
工
事
費

除
雪
車
両
等
借
上
料

除
雪
車
両
等
借
上
料

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
同
意

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

半田宏史氏
（北大地区）

佐藤邦雄氏
（宿地区）

ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
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88月月
会議会議

補 正 予 算
一 般 会 計

令和３年度 予算総額に予算総額に
2,027万9,000円を追加し2,027万9,000円を追加し
4343億億9,2369,236万万6,0006,000円に円に

　

令
和
３
年
定
例
会
８
月
会
議
を
８
月
19
日
に
開
会
し
、
条
例
の

一
部
改
正
１
件
、
令
和
３
年
度
補
正
予
算
２
件
を
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

補
正
さ
れ
た
歳
出
の
主
な
も
の

鳥
獣
被
害
対
策
緊
急
支
援
事
業
交
付
金
①

７
６
万
円

事
業
継
続
支
援
金
②

１
，
６
０
０
万
円

町
営
住
宅
修
繕
料
③

２
０
０
万
円

※
１
万
円
未
満
切
り
捨
て

①
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
メ
ッ
シ
ュ
柵
お
よ
び
電
気
柵
を
設
置
す

る
経
費
の
補
助
金
で
す
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
事
業
収
入
が
20
％
以
上

減
少
し
た
事
業
者
に
対
し
支
援
金
を
交
付
す
る
事
業
で
す
。

③
町
営
住
宅
の
小
破
修
繕
等
に
要
す
る
経
費
で
す
。

質
疑

問　
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事

業
に
係
る
選
定
委
員
会
委

員
は
ど
の
よ
う
な
メ
ン

バ
ー
と
な
る
の
か
。

答　
町
関
係
者
６
名
、
外
部

評
価
委
員
（
子
ど
も
子
育

て
会
議
委
員
、
教
育
委
員
、

保
育
所
・
幼
稚
園
保
護

者
）
７
名
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

問　
認
定
こ
ど
も
園
事
業
者

選
定
の
基
準
と
な
る
仕
様

書
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
審
査
項
目
の
基
準
は
法

人
の
運
営
状
況
、
教
育
・

保
育
内
容
、
職
員
の
確

保
・
配
置
計
画
、
地
域
と

の
交
流
な
ど
を
考
え
て
い

ま
す
。

問　
鳥
獣
被
害
対
策
緊
急
支

援
事
業
で
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
柵
及
び
電
気
柵
を
ど

の
程
度
整
備
す
る
計
画
な

の
か
。

答　

今
年
度
は
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
１
万
６
，

２
０
０
メ
ー
ト
ル
、
電
気

柵
を
３
，
６
０
０
メ
ー
ト

ル
設
置
す
る
計
画
で
す
。

問　
事
業
継
続
支
援
金
の
交

付
事
業
者
を
80
事
業
者
と

見
込
ん
で
い
る
が
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
事
業
者

を
対
象
と
す
る
の
か
。

　
　

ま
た
、
一
月
で
も
20
％

以
上
の
減
収
と
な
れ
ば
対

象
に
な
る
の
か
。

答　
町
内
に
事
業
所
が
あ
る

中
小
企
業
者
全
般
で
商
工

業
者
、
製
造
業
者
、
建
設

業
者
、
電
気
・
ガ
ス
・
水

道
事
業
者
、
卸
売
業
者
、

運
送
業
者
な
ど
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
一
月
で
も
20
％

以
上
の
減
収
が
あ
れ
ば
該

当
い
た
し
ま
す
。

認定こども園建設予定地（笠松は残ります）
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新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業で、
次の事業を実施します。

（８月・９月会議一般会計補正予算）

事　　業　　概　　要 事　業　費
鳥獣被害対策として侵入防止柵を設置する事業 ７６万円
事業収入が２０％以上減少した事業者に対し支援金を交付する事業 １，６００万円
インフルエンザワクチン予防接種の一部助成事業 ３９９万円
児童手当受給者に対し児童１人当たり１０，０００円を給付する事業 ９００万円
商工会事業のかっぱ市への助成事業 ４９万円

“プロの味を自宅で”１年ぶりのかっぱ市

工業団地整備事業特別会計関係工業団地整備事業特別会計関係
８月会議
予算総額に1億1,030万円を追加し

3億2,765万7,000円に

９月会議
大原工業団地造成工事（２工区）

請負契約の締結について
主な歳出の追加補正
　◦重 機 借 上 料：　　150万円
　◦工業団地造成工事費：１億800万円

◦契 約 の 目 的　令和３年度大原工業団地造成工事
（２工区）

◦契 約 の 方 法　条件付き一般競争入札
◦契 約 の 金 額　96,800,000円
◦契約の相手方　宮城県加美郡加美町字蓮田48番地

旭興業株式会社
　　代表取締役　浅　野　新　一

※１万円未満切り捨て
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❶	 河野	　諭議員	 15P
①夢教室について
②妊産婦医療費助成制度について
③コロナ禍における生活困窮者の支援につい
て

❷	 相原 和洋議員	 16P
①事業実施における財政との関係での行政評
価・効果・検証について

❸	 佐藤 　忍議員	 17P
① SDGs（持続可能な開発目標）について
②色麻型農業の確立について
③温暖化防止新エネルギーについて

❹	 白井	幸吉議員	 18P
①認定こども園整備方針について
②定住化促進政策について

❺	 福田	　弘議員	 19P
①高齢者世帯等の熱中症対策について
②大滝野営場周辺及び林道・登山道等の環境
整備について

❻	 小川	一男議員	 20P
①情報通信施設について
②農村環境改善センター改修工事について

❼	 天野	秀実議員	 21P
①改善センター改修工事への対応について
②道命線改修工事にともなう水田の湿害につ
いて

③下水道事業について

❽	 大内	直子議員	 22P
①風力発電について
②色麻町の新型コロナ対策について
③地域おこし協力隊について

「議会だより」に掲載する一般質問の内容は、紙面の関係上、質問を要約し、掲載しています。
掲載されていない質問項目について知りたい方は、議会事務局に会議録がありますので閲覧下さい。

一般質問
色麻の未来をどうする

8人の議員が問う
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妊産婦医療費助成制度導入を 
国へ助成制度の創設を働きかけます�

河
野

　

他
の
県
で
は
、
妊
産
婦
医

療
助
成
制
度
を
導
入
し
、
定

住
促
進
に
つ
な
げ
て
い
る
自

治
体
が
あ
り
ま
す
。
医
療
費

助
成
内
容
は
、「
皮
膚
科
」

「
眼
科
」「
耳
鼻
科
」「
歯
科
」

「
薬
局
」
で
、
定
期
検
診
や

薬
の
処
方
な
ど
で
す
。
ま
だ

宮
城
県
内
で
は
行
っ
て
い
な

い
政
策
で
す
。
新
た
な
定
住

促
進
の
先
駆
け
を
行
っ
て
い

く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
。

町
長

　

今
後
、
妊
産
婦
支
援
の
拡

充
と
し
て
、
産
婦
健
診
の
費

用
助
成
を
検
討
し
て
お
り
、

子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
の
整
備
は
重

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

妊
産
婦
の
方
々
の
支
援
の

一
つ
と
し
て
医
療
費
助
成
制

度
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
国
へ
助
成
制
度
の
創
設

の
働
き
か
け
を
行
い
、
も
う

少
し
、
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

河野　　諭議員

河
野

　

本
町
に
お
い
て
も
、
コ
ロ

ナ
禍
で
生
活
困
窮
者
が
出
て

い
る
状
況
で
あ
り
、
社
会
福

祉
協
議
会
で
生
活
に
困
っ
て

い
る
方
に
特
例
貸
付
を
行
っ

て
い
る
が
、
令
和
２
年
度
、

３
年
度
現
在
で
何
人
が
利
用

し
て
い
る
の
か
。

町
長

　

令
和
２
年
度
は
緊
急
小
口

資
金
（
10
万
円
）
で
14
件
、

総
合
支
援
資
金
（
２
人
世
帯

以
上
で
最
大
60
万
円
）
が
３

件
、
令
和
３
年
度
で
は
緊
急

小
口
資
金
が
５
件
、
総
合
支

援
資
金
は
６
件
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
。

河
野

　

緊
急
小
口
資
金
を
借
り
て

い
る
方
に
は
、
町
で
生
活
安

定
再
建
支
援
金
（
10
万
円
）

を
支
援
し
て
い
る
か
ら
大
丈

夫
だ
が
問
題
は
総
合
支
援
資

金
を
借
り
て
い
る
方
だ
。

　

政
治
と
い
う
の
は
、
困
っ

て
い
る
人
、
そ
し
て
弱
い
人

を
助
け
る
為
に
あ
る
も
の
だ

と
思
う
。
総
合
支
援
資
金
を

借
り
て
い
る
方
に
さ
ら
な
る

支
援
は
で
き
な
い
か
。

浅
野
保
健
福
祉
課
長

　

昨
年
同
様
、
１
世
帯
に
つ

き
10
万
円
を
交
付
し
支
援
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

河
野

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
収
入
が

減
っ
た
事
業
者
に
は
20
万
円

を
支
援
し
、
生
活
が
困
窮
し

お
金
を
借
り
な
い
と
生
活
で

き
な
い
方
に
は
10
万
円
の
支

援
で
は
、
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い

と
思
う
が
。
ふ
る
さ
と
納
税

の
基
金
を
取
り
崩
せ
ば
町
で

十
分
支
援
で
き
る
と
思
う
が
。

町
長

　

弱
い
方
、
生
活
が
大
変
な

方
に
支
援
を
す
る
と
い
う
の

は
理
解
で
き
ま
す
が
、
町
で

出
来
る
範
囲
も
あ
る
の
で
ご

理
解
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

ＱＡ
総
合
支
援
資
金
を
借
り
て
い
る
方
に
支
援
を 

１
世
帯
に
つ
き　
万
円
を
支
援
し
て
い
き
ま
す�

10

妊婦さんにやさしい町を
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Ｑ
Ａ

事業のア
※1

ニュアルレポート等の作成はしないのか 
要望したことには、応えていきたい�

相
原

　

事
業
施
策
を
実
施
し
、
ど

の
よ
う
な
基
準
で
具
体
的
に

検
証
し
、
行
政
効
果
及
び
評

価
を
結
果
と
し
て
い
る
の
か
。

町
長

　

事
務
事
業
評
価
に
お
い

て
、
事
業
の
活
動
量
及
び
成

果
を
計
る
指
標
や
目
的
の
妥

当
性
・
有
効
性
・
効
率
性
達

成
度
を
検
証
し
、
そ
の
上
で

廃
止
・
縮
小
・
改
善
か
つ
継

続
・
現
状
維
持
・
拡
充
の
五

段
階
か
ら
次
年
度
以
降
の
方

向
性
を
決
定
し
、
予
算
編
成

の
参
考
と
し
て
い
ま
す
。

相
原

　

行
政
は
「
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
」
を
上
げ
る
責

任
が
あ
る
。
そ
の
数
値
の
観

点
か
ら
自
治
体
に
お
け
る
ア※

２

カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
ど
う

果
た
す
の
か
、
町
長
の
考
え

る
事
業
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え

て
こ
な
い
。

　

今
後
の
考
え
は
。

町
長

　

将
来
の
展
望
を
見
出
す
た

め
に
農
業
と
工
業
が
共
に
互

い
に
相
乗
効
果
を
出
し
て
、

交
流
人
口
を
増
や
し
、
町
の

活
性
化
を
計
り
た
い
。

相
原

　

財
政
面
か
ら
捉
え
た
事
業

の
あ
り
方
は
（
補
助
金
活
用

も
含
め
て
）。

町
長

　

事
業
と
は
政
策
の
実
現
の

為
の
手
段
で
あ
り
政
策
実
現

へ
の
貢
献
度
が
期
待
で
き
る

事
業
を
優
先
し
て
予
算
化
す

べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。
毎

年
の
予
算
編
成
に
お
い
て
財

源
に
限
り
が
あ
る
た
め
様
々

な
候
補
の
中
か
ら
予
算
化
す

る
事
業
を
厳
選
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
補
助
事
業
と
単
独
事

業
を
明
確
に
区
別
し
て
扱
っ

て
い
ま
す
。

相原　和洋議員

相
原

　

町
長
が
考
え
る
政
策
と
財

政
の
健
全
性
・
公
益
性
・
継

続
性
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な

の
か
。
判
断
基
準
等
は
あ
る

の
か
。

町
長

　

財
政
の
健
全
性
に
つ
い
て

は
、
財
政
力
指
数
や
経
常
収

支
比
率
、
健
全
化
判
断
比
率

等
の
指
標
に
設
定
さ
れ
た
目

標
値
や
類
似
団
体
等
と
の
比

較
な
ど
を
判
断
の
基
準
と
し

て
い
ま
す
。
公
益
性
に
つ
い

て
は
社
会
全
体
の
利
益
に
資

す
る
か
否
か
と
い
う
点
で
数

値
化
が
難
し
い
で
す
。

相
原

　

財
政
の
健
全
化
を
計
る
上

で
も
財
務
諸
表
を
判
断
指
標

と
し
て
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
く
の
か
。
ま
た
、
セ※

３

グ

メ
ン
ト
分
析
や
事
業
別
に
フ

ル
コ
ス
ト
を
表
記
し
た
ア

ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト
等
を
作

成
し
て
事
業
分
析
・
検
証
し

て
み
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思

う
が
ど
う
か
。

町
長

　

要
望
さ
れ
た
こ
と
に
は
、

応
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

※１アニュアルレポート：年次報告書
※２アカウンタビリティ：説明責任
※３セグメント分析：より細かい単位で、コストなどの分析

を行うこと
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子どもと孫のために SDGs の取り組みを 
いままでやってきたことが SDGs です�

佐
藤（
忍
）

　

S
D
G
s
は
、
2
0
1
5

年
に
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
の
合

意
で
策
定
さ
れ
た
17
の
目
標

と
、
1
6
9
個
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
か
ら
な
る
持
続
可
能
な
社

会
づ
く
り
を
2
0
3
0
年
ま

で
に
達
成
す
る
と
い
う
も
の

で
す
が
、
町
長
の
考
え
と
取

り
組
み
は
。

菅
原
企
画
情
報
課
長

　

S
D
G
s
の
達
成
そ
の

も
の
を
目
標
と
し
た
施
策
、

事
業
を
新
た
に
企
画
、
実
施

す
る
と
い
う
よ
り
は
、
長
期

総
合
計
画
に
掲
げ
た
施
策
を

佐藤　　忍議員

□□□□□□□□□□

佐
藤（
忍
）

　

わ
た
し
は
、「
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
・
地
域
間

で
の
融
通
」
を
実
践
し
て
い

る
東
松
島
市
の
、
ス
マ
ー
ト

防
災
エ
コ
タ
ウ
ン
事
業
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
取
り
組
み
に
興
味
を

持
っ
て
お
り
ま
す
。
温
暖
化

防
止
・
災
害
時
の
防
災
拠
点

と
し
て
、
地
区
集
会
所
に
太

陽
光
発
電
設
備
及
び
蓄
電
設

備
の
導
入
が
必
要
で
は
な
い

か
。

町
長

　

多
額
の
費
用
が
か
か
る
の

で
、
町
で
の
設
置
は
困
難
で

す
。
各
自
主
防
災
組
織
が
中

心
と
な
り
、
災
害
時
に
お
け

る
停
電
対
策
の
強
化
を
図
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

佐
藤（
忍
）

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

で
す
が
、
化
石
燃
料
に
頼
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
一

般
家
庭
向
け
に
薪
ス
ト
ー

ブ
・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の

導
入
奨
励
が
必
要
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。

山
田
産
業
振
興
課
長

　

ス
ト
ー
ブ
の
性
能
や
不
適

切
な
利
用
に
よ
っ
て
は
、
逆

に
Ｃ
Ｏ
２
や
有
害
物
質
の
発

生
も
あ
る
か
と
見
て
お
り
ま

す
。
現
時
点
で
の
導
入
奨
励

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

ＱＡ
地
区
集
会
所
に
太
陽
光
発
電
・
蓄
電
設
備
を 

多
額
の
工
事
費
や
維
持
管
理
費
の
関
係
で
困
難�

基
本
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

佐
藤（
忍
）

　

い
ま
ま
で
の
や
り
方
で
は

間
に
合
わ
な
い
か
ら
、
個

人
・
組
織
・
企
業
・
団
体
・

自
治
体
・
県
・
国
・
世
界
中

す
べ
て
の
人
で
17
の
目
標
を

達
成
す
る
た
め
努
力
し
よ
う

と
、
1
6
9
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
設
定
し
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
我
々
の
為
で
な

く
「
私
た
ち
の
子
ど
も
・
孫

の
た
め
に
経
済
・
社
会
・
環

境
を
維
持
さ
せ
よ
う
」
と
い

う
取
り
組
み
で
す
。
本
町
も

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
考
え
方

が
必
要
と
思
う
が
。

町
長

　

町
と
し
て
は
、「
す
べ
て

の
人
に
健
康
と
福
祉
を
」
と

「
す
み
続
け
ら
れ
る
町
づ
く

り
を
」
の
２
つ
を
意
識
し
て

や
っ
て
い
き
た
い
。
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Ｑ
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送迎を考えたこども園予定地か 
子育て会議の意見を尊重しました�

白
井

　

色
麻
学
園
が
現
在
地
に
あ

る
の
は
、
町
の
中
心
地
で
送

迎
や
通
学
の
利
便
性
や
公
平

性
を
考
え
た
結
果
の
場
所
と

考
え
る
が
、
な
ぜ
予
定
地
が

色
麻
幼
稚
園
の
場
所
な
の
か
。

町
長

　

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の

答
申
を
踏
ま
え
、
現
在
の
色

麻
幼
稚
園
に
し
ま
し
た
。

白
井

　

場
所
決
定
で
は
送
迎
も
重

要
で
あ
る
。
仕
事
な
ど
の
た

め
に
朝
と
夕
方
の
預
か
り
の

利
用
者
は
、
バ
ス
利
用
で
な

く
自
ら
送
迎
を
行
う
。
兄
弟

な
ら
ば
学
園
と
こ
ど
も
園
両

方
へ
の
送
迎
に
な
っ
て
し
ま

う
な
ど
の
問
題
が
生
ず
る
。

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に
説

明
し
て
検
討
さ
れ
た
の
か
。

今
野
子
育
て
支
援
室
長

　

認
定
こ
ど
も
園
に
な
っ
て

も
、
今
の
幼
稚
園
の
ス
タ
イ

ル
に
な
る
た
め
、
あ
ら
た
め

て
の
説
明
、
検
討
は
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

白
井

　

こ
ど
も
園
計
画
の
概
要
版

１
枚
だ
け
の
配
布
で
は
説
明

不
足
だ
。
町
民
の
理
解
を
得

た
と
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長

　

現
状
で
は
、
座
談
会
な
ど

の
開
催
は
難
し
い
の
で
、
概

要
版
の
配
布
を
行
っ
た
。

　

理
解
度
の
判
断
は
難
し
い

が
、
町
の
方
針
を
示
し
た
も

の
と
受
け
止
め
て
下
さ
い
。

白
井

　

講
堂
を
仮
設
に
利
用
す
れ

ば
、
園
舎
を
解
体
し
て
か
ら

望
む
場
所
に
建
設
で
き
る
。

講
堂
利
用
は
検
討
し
た
か
。

町
長

　

検
討
は
し
ま
せ
ん
。
講
堂

は
避
難
所
に
な
っ
て
お
り
、

他
の
施
設
に
は
使
え
ま
せ
ん
。

白
井

　

事
業
者
が
提
案
す
る
施
設

や
こ
ど
も
園
運
営
に
つ
い
て
、

町
の
考
え
に
こ
だ
わ
り
を

も
っ
て
望
む
べ
き
だ
。

白井　幸吉議員

白
井

　

町
が
実
施
し
て
い
る
定
住

化
に
関
す
る
政
策
は
何
か
。

町
長

　

住
環
境
整
備
の
支
援
、
子

育
て
支
援
、
企
業
誘
致
に
よ

る
雇
用
創
出
な
ど
を
定
住
化

促
進
と
捉
え
、
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

白
井

　

定
住
化
で
は
空
き
家
バ
ン

ク
の
活
用
が
あ
る
が
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
情
報
の
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
必
要
で
は

な
い
か
。

町
長

　

情
報
開
示
に
よ
る
安
全
性

の
問
題
が
あ
っ
た
。
今
後
、

登
録
者
に
限
っ
て
詳
細
な
情

報
提
供
を
検
討
し
ま
す
。

白
井

　

定
住
化
政
策
は
新
ア
イ
デ

ア
が
重
要
だ
。
以
前
の
定
住

化
住
宅
造
成
の
話
は
そ
の
後

ど
う
な
っ
た
の
か
。

町
長

　

定
住
化
と
し
て
、
計
画
を

進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

白
井

　

財
政
を
踏
ま
え
、
町
有
地

な
ど
を
民
間
活
力
で
開
発
す

る
手
法
の
考
え
は
あ
る
か
。

町
長

　

そ
の
提
案
は
充
分
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

白
井

　

旧
大
村
分
校
跡
地
や
大
原

集
会
所
隣
接
地
の
町
有
地
は
、

開
発
し
易
い
と
考
え
る
が
。

町
長

　

旧
大
村
分
校
跡
地
を
分
譲

地
と
の
考
え
は
持
っ
て
お
り
、

民
間
活
力
も
含
め
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

ＱＡ
定
住
化
策
は
新
ア
イ
デ
ア
が
重
要 

民
間
活
力
で
の
住
宅
造
成
を
検
討�

町
長

　

施
設
や
運
営
は
事
業
者
が

決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
現
在
の
預
か
り
対
応
は

譲
れ
ま
せ
ん
。
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福
田

　

大
滝
野
営
場
に
設
置
し
て

い
る
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
破
損
が

著
し
い
。
修
繕
計
画
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長

　

修
繕
が
必
要
な
箇
所
は
把

握
し
て
お
り
、
来
年
度
に
向

け
事
業
費
の
算
出
を
行
っ
て

い
ま
す
。

福
田

　

令
和
元
年
の
台
風
19
号
被

害
で
通
行
止
め
に
な
っ
て
い

た
嶽
山
林
道
が
通
行
可
能
と

な
っ
た
が
、
嶽
山
林
道
か
ら

先
の
林
道
に
被
害
箇
所
が

残
っ
て
お
り
、
車
で
の
走
行

が
困
難
な
箇
所
が
多
く
見
受

け
ら
れ
る
。

　

船
形
連
峰
は
本
町
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ
り
多
く
の

登
山
愛
好
家
が
訪
れ
る
の
で
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
ず
る

考
え
な
の
か
。

山
田
産
業
振
興
課
長

　

路
肩
の
草
刈
り
に
つ
い
て

は
８
月
下
旬
に
実
施
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
嶽
山
林
道
か
ら
先

の
国
管
理
の
林
道
に
つ
い
て

は
森
林
管
理
署
と
協
議
し
、

部
分
的
に
は
な
り
ま
す
が
町

で
も
敷
き
砂
利
な
ど
を
実
施

し
、
対
処
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

Ｑ
Ａ

エアコン設置助成制度の創設は 
他の自治体の動向を見極めたい�

福
田

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ

り
近
年
の
暑
さ
は
尋
常
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
近
年
の
暑
さ

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
か
。

町
長

　

年
々
暑
さ
が
厳
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
全
国
各
地
で
大
雨

な
ど
の
被
害
も
多
く
、
不
安

定
な
気
象
状
況
で
あ
る
と
危

惧
し
て
い
ま
す
。

福
田

　

高
齢
者
の
多
く
は
、
１
日

の
大
半
を
自
宅
で
過
ご
し
て

お
り
、
暑
さ
も
感
じ
に
く
く

高
温
で
も
普
段
と
同
じ
よ
う

に
生
活
し
、
特
別
の
対
策
が

取
ら
れ
ず
自
宅
で
熱
中
症
に

な
り
や
す
い
。

　

高
齢
者
の
見
守
り
事
業
の

一
環
と
し
て
、
高
齢
者
一
人

世
帯
な
ど
の
エ
ア
コ
ン
設
置

状
況
を
調
査
す
る
考
え
は
な

い
か
。

浅
野
保
健
福
祉
課
長

　

こ
れ
ま
で
そ
の
よ
う
な
調

査
を
実
施
し
た
こ
と
は
な
い

の
で
、
内
部
で
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

福
田

　

近
年
の
猛
暑
に
よ
り
熱
中

症
で
救
急
搬
送
さ
れ
る
高
齢

者
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯

な
ど
に
対
し
て
、
エ
ア
コ
ン

設
置
費
用
の
一
部
を
単
独
事

業
と
し
て
補
助
し
て
い
る
自

治
体
が
既
に
あ
る
。

　

県
内
の
他
の
自
治
体
に
先

駆
け
て
そ
の
よ
う
な
事
業
を

創
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長

　

県
内
の
市
町
村
の
動
向
を

見
極
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

福田　　弘議員

ＱＡ
林
道
・
登
山
道
等
の
補
修
対
策
は 

敷
き
砂
利
等
を
考
え
て
い
ま
す�

破損が著しいバンガロー
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Ｑ
Ａ

多目的ホール床の膨
ふく

れ対策は 
修繕方法を検討したい�

小
川

　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

改
修
工
事
の
多
目
的
ホ
ー
ル

床
の
膨
れ
に
つ
い
て
の
現
状

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
の
か
。

町
長

　

現
状
で
は
、
多
目
的
ホ
ー

ル
の
床
の
膨
れ
は
今
の
と
こ

ろ
範
囲
が
広
が
っ
た
等
の
変

化
は
あ
り
ま
せ
ん
。
見
映
え

は
良
く
な
い
が
当
初
の
ま
ま

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
多
目
的
利

用
件
数
は
94
件
、
1
9
4
0

人
で
コ
ロ
ナ
感
染
症
で
利
用

件
数
は
減
少
し
ま
し
た
。

　

三
密
回
避
の
た
め
多
目
的

ホ
ー
ル
を
利
用
し
て
い
る
状

況
で
す
が
、
床
の
膨
れ
に
関

す
る
話
は
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。

小
川

　

今
後
の
具
体
的
な
改
善
対

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長

　

床
全
体
の
シ
ー
ト
を
新
た

に
張
り
替
え
て
も
、
湿
気
に

よ
り
今
回
と
同
じ
よ
う
に
な

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
最
初
に
膨
ら
み
を

確
認
し
て
か
ら
ほ
と
ん
ど
変

化
が
な
く
、
使
用
に
も
支
障

が
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で

現
状
の
ま
ま
使
用
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
使
用
し
て
い
く
中
で
、

シ
ー
ト
つ
な
ぎ
合
わ
せ
部
分

が
離
れ
る
な
ど
補
修
の
必
要

が
発
生
し
た
時
に
、
併
せ
て

シ
ー
ト
と
床
の
接
着
補
修
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
川

　

改
修
工
事
に
対
す
る
認
識

が
甘
い
の
で
は
な
い
か
。

　

今
回
の
改
修
工
事
は
瑕か

疵し

物
件
で
あ
り
、
早
急
に
改
善

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

　

ど
の
よ
う
な
方
法
で
修
繕

で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

　

で
き
る
だ
け
早
く
対
応
方

法
を
調
べ
た
い
と
思
う
。

小川　一男議員

小
川

　

公
共
施
設
に
設
置
し
た
情

報
通
信
施
設
は
、
現
在
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長

　

情
報
通
信
施
設
は
36
の
公

共
施
設
に
46
の
無
線
機
を
設

置
し
、
６
箇
所
の
基
地
局
か

ら
電
波
を
送
信
し
供
用
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
電
波
の
干
渉
等

に
よ
り
不
安
定
な
状
況
に
あ

り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
４
月
の
供
用
開

始
か
ら
６
年
経
過
し
た
平
成

31
年
に
は
、
２
箇
所
の
基
地

局
の
故
障
が
発
生
し
ま
し
た

が
、
財
政
的
な
負
担
を
考
慮

し
残
り
４
箇
所
の
基
地
局
で

公
共
施
設
間
を
カ
バ
ー
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
の
保
守
点
検

で
は
さ
ら
に
２
箇
所
の
基
地

局
で
も
不
具
合
が
認
め
ら
れ
、

供
用
か
ら
８
年
が
経
過
す
る

本
年
度
は
、
基
盤
の
故
障
や

設
備
の
不
具
合
が
さ
ら
に
顕

著
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

小
川

　

こ
の
施
設
の
保
守
点
検
等

に
毎
年
多
額
の
費
用
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
ど
の

よ
う
に
検
討
す
る
の
か
。

町
長

　

情
報
通
信
施
設
に
つ
い
て

は
、
技
術
面
・
費
用
面
を
含

め
て
運
用
が
可
能
か
、
不
可

能
か
を
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
公
共
施
設
間

で
運
用
し
て
い
る
情
報
通
信

施
設
は
、
総
務
省
が
所
管

す
る
「
災
害
に
強
い
情
報
連

携
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
」
に

係
る
補
助
金
を
活
用
し
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
今
後

の
運
用
方
法
等
に
つ
い
て
は
、

総
務
省
東
北
総
合
通
信
局
と

引
き
続
き
対
策
を
協
議
し
ま

す
。

ＱＡ
公
共
施
設
の
通
信
施
設
は 

総
務
省
通
信
局
と
協
議
し
ま
す�
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天
野

　

道
命
3
号
線
改
良
工
事
に

と
も
な
う
水
田
湿
害
に
つ
い

て
は
た
い
へ
ん
苦
労
さ
れ
て

い
る
町
民
の
方
々
が
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
具
体
的
な

回
答
は
い
た
だ
け
て
お
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
担
当
課
か
ら
も
現

在
で
も
様
子
を
見
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
工
事
完
了

は
す
で
に
数
年
前
、
様
子
見

が
長
す
ぎ
ま
す
が
結
論
は
出

ま
し
た
か
。

町
長

　

今
年
４
月
下
旬
に
所
有
者

宅
に
伺
い
、
稲
刈
り
後
に
調

査
す
る
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

対
策
に
つ
い
て
は
、
田
が

ぬ
か
る
ん
で
い
る
状
況
が
続

く
よ
う
で
あ
れ
ば
湧
水
対
策

を
行
い
ま
す
。

Ｑ
Ａ

欠陥工事を改善せよ 
業者に責任なし、そのまま使用したい�

天
野

　

改
善
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

に
と
も
な
う
床
の
膨
ら
み
へ

の
対
応
に
つ
い
て
、
町
当
局

と
し
て
は
様
子
を
見
て
い
る

と
こ
ろ
だ
と
の
こ
と
で
す
が
、

あ
れ
か
ら
す
で
に
数
年
経
過

し
て
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
に
善
処
さ
れ
る

お
つ
も
り
な
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長

　

多
目
的
ホ
ー
ル
床
に
つ
い

て
、
最
初
に
膨
ら
み
を
確
認

し
て
か
ら
変
化
は
な
く
現
状

の
ま
ま
使
用
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

床
全
体
を
新
た
に
振
り
替

え
て
も
、
湿
気
に
よ
り
今
回

と
同
じ
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

天野　秀実議員

ＱＡ
湿
害
対
策
に
全
力
を 

調
査
に
基
づ
き
対
処
し
ま
す�

床の膨らみがみられる多目的ホール

湿害でぬかるんだコンバイン跡
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Ｑ
Ａ

風力発電20年後の対策を 
慎重に判断し進める�

大
内

　

八
森
山
風
力
発
電
計
画
で
、

事
業
者
は
土
地
を
何
年
間
借

り
上
げ
る
見
込
み
で
す
か
。

今
野
町
民
生
活
課
長

　

事
業
者
が
取
り
組
む
事
業

の
た
め
、
詳
細
に
つ
い
て
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。

大
内

　

事
業
者
が
作
っ
た
「（
仮

称
）
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
八

森
山
事
業
計
画
に
つ
い
て
」

と
い
う
冊
子
は
、
町
民
の
目

に
触
れ
る
形
で
何
回
も
配
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
、
事

業
期
間
は
20
年
と
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

で
は
、
事
業
期
間
が
過
ぎ

て
撤
去
す
る
場
合
の
処
分
方

法
・
撤
去
費
用
に
つ
い
て
は
。

今
野
町
民
生
活
課
長

　

事
業
者
が
取
り
組
む
風
力

発
電
事
業
の
た
め
、
詳
細
に

つ
い
て
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

大
内

　

色
麻
町
の
土
地
を
使
っ
て

行
わ
れ
る
こ
の
事
業
に
つ
い

て
、
他
人
事
の
よ
う
な
回
答

で
し
た
が
、
こ
の
風
力
発
電

事
業
が
終
了
す
る
20
年
後
に

大
き
な
問
題
が
見
え
て
き
ま

す
。
町
長
は
そ
れ
を
認
識
し

て
い
ま
す
か
。

町
長

　

八
森
山
は
色
麻
町
だ
け
で

な
く
加
美
町
（
の
所
有
）
が

多
い
。
色
麻
で
反
対
し
て
も

加
美
町
で
は
受
け
入
れ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

大
内

　

20
年
後
、
老
朽
化
し
た
巨

大
な
風
力
発
電
設
備
を
撤
去

す
る
時
に
、
莫
大
な
お
金
が

必
要
で
す
。
そ
れ
は
当
然
事

業
者
が
準
備
す
る
の
で
す
が
、

そ
の
お
金
を
積
み
立
て
ら
れ

な
か
っ
た
り
、
事
業
者
が
倒

産
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
５
月
の
「
帝
国
デ
ー

タ
バ
ン
ク
倒
産
動
向
速
報
記

事
」
に
よ
る
と
、「
神
奈
川

県
内
の
大
手
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
が
負
債

1
5
0
億
円
で
倒
産
」
と
い

う
記
事
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
9
月
に
、
新
潟
県
上

越
市
で
風
車
の
撤
去
作
業
が

大
内

　

不
織
布
や
ウ
レ
タ
ン
な
ど
、

マ
ス
ク
の
素
材
が
ど
れ
く
ら

い
飛
沫
を
カ
ッ
ト
す
る
か
の

実
験
結
果
で
は
、
ウ
レ
タ
ン

は
１
％
未
満
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

若
い
人
を
中
心
に
ウ
レ
タ

ン
マ
ス
ク
は
よ
く
見
か
け
ま

す
。
危
な
い
と
感
じ
る
場
で

は
、
不
織
布
マ
ス
ク
も
重
ね

る
な
ど
、
町
民
が
状
況
に
応

じ
て
判
断
で
き
る
よ
う
に
、

ウ
レ
タ
ン
マ
ス
ク
に
つ
い
て

の
情
報
提
供
も
必
要
で
は
な

い
で
す
か
。

浅
野
保
健
福
祉
課
長

　

今
後
ウ
レ
タ
ン
に
つ
い
て

も
、
周
知
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

ＱＡ
ウ
レ
タ
ン
マ
ス
ク
の
情
報
提
供
を 

周
知
を
図
り
ま
す�

大内　直子議員

始
ま
り
ま
し
た
が
、
撤
去
費

用
が
３
基
で
１
億
５
千
万
円

で
す
。
そ
れ
を
八
森
に
当
て

は
め
る
と
10
億
円
に
な
り
ま

す
が
、
八
森
で
予
定
す
る
風

車
の
大
き
さ
は
２
倍
以
上
な

の
で
、
当
然
、
撤
去
費
用
も

相
当
な
も
の
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

20
年
後
、
万
が
一
町
民
の

税
金
か
ら
払
う
よ
う
な
事
態

に
な
っ
た
時
、
賃
貸
契
約
書

に
サ
イ
ン
し
た
本
人
と
し
て
、

町
長
は
責
任
を
取
れ
ま
す
か
。

町
長

　

風
力
発
電
を
認
可
す
る
の

は
経
産
省
で
、
町
の
責
任
は

ど
の
程
度
求
め
ら
れ
る
の
か
。

原
発
は
ダ
メ
で
、
で
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
ど
う
す
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
内

　

こ
こ
は
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
で
は
な
く
、
色
麻
町
の

こ
と
に
つ
い
て
議
論
す
る
場

で
す
。
土
地
の
賃
貸
借
契
約

は
、
町
と
事
業
者
の
問
題
で
、

国
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
当

然
補
償
も
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

町
長

　

そ
う
い
う
こ
と
に
な
ら
な

い
よ
う
に
と
願
っ
て
や
る
し

か
な
い
。

大
内

　

こ
う
い
う
問
題
が
あ
る
こ

と
が
各
地
の
自
治
体
で
も
認

識
さ
れ
始
め
、
す
で
に
対
策

を
取
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ

り
ま
す
。
し
っ
か
り
し
た
対

策
を
取
る
た
め
に
は
時
間
が

必
要
で
す
。
ぜ
ひ
対
策
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

町
長

　

慎
重
に
判
断
し
な
が
ら
進

め
ま
す
。
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①
認
定
こ
ど
も
園

　

予
定
地
は
位
置
的
に
中
心

で
は
な
く
、
将
来
に
亘
る
送

迎
の
負
担
を
考
え
た
時
、
新

た
な
場
所
と
し
て
は
公
平
さ

に
欠
け
る
。

　

認
定
こ
ど
も
園
計
画
は
、

町
民
へ
の
説
明
と
理
解
が
重

要
で
あ
り
、
基
本
計
画
の
概

要
版
１
枚
の
配
布
だ
け
で
は
、

理
解
を
得
ら
れ
な
い
。
今
後

も
詳
細
に
説
明
を
し
、
理
解

を
得
る
必
要
が
あ
る
。

◎
委
員
会
の
要
望
・
提
言

一
．
町
民
へ
の
説
明
と
理
解

を
得
る
努
力
を
す
る
こ
と
。

二
．
事
業
者
選
定
審
査
委
員

に
は
、
専
門
的
知
識
を
有

す
る
委
員
を
選
出
す
る
こ

と
。

　

ま
た
、
事
業
者
決
定
は
審

査
会
を
徹
底
的
に
行
い
決

定
す
る
こ
と
。

三
．
建
設
の
際
は
、
園
児
の

安
全
を
最
重
点
と
す
る
こ

と
四
．
会
計
年
度
任
用
職
員
の

採
用
を
事
業
者
に
強
く
要

請
す
る
こ
と
。

②
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
は
各
地
区
の

協
力
に
よ
り
、
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
を
約
41
㎞
設
置

し
た
。

　

そ
の
効
果
は
イ
ノ
シ
シ
の

侵
入
場
所
の
特
定
と
行
動
制

限
が
出
来
た
こ
と
に
よ
り
、

わ
な
の
設
置
箇
所
が
明
確
に

な
り
、
捕
獲
頭
数
が
増
え
た
。

　

本
年
度
は
、
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
な
ど
、
約
20
㎞

を
地
区
の
協
力
に
よ
り
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
全
国
市
議
会
基
地

協
議
会
の
席
上
で
、
本
町
議

総
務
教
育
常
任
委
員
会

総
務
教
育
常
任
委
員
会
委
員
長相

　
原
　
和
　
洋

産
業
民
生
常
任
委
員
会

産
業
民
生
常
任
委
員
会
委
員
長白

　
井
　
幸
　
吉

会
の
中
山
議
長
の
要
望
発
言

に
よ
り
、
国
に
お
い
て
演
習

場
と
の
境
界
に
設
置
し
た
柵

の
設
置
制
限
期
間
の
延
長
と
、

占
用
し
た
場
合
の
土
地
使
用

料
の
減
免
に
つ
い
て
協
議
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

◎
委
員
会
の
要
望
・
提
言

一
．
隙
間
無
く
広
域
柵
が
早

期
に
設
置
出
来
る
様
、
関

係
機
関
と
協
議
を
進
め
る

こ
と
。

二
．
河
川
の
堤
体
に
柵
が
設

置
出
来
る
よ
う
、
県
に
強

く
要
望
す
る
こ
と
。

三
．
行
動
範
囲
の
把
握
が
重

要
で
あ
り
、
発
信
器
を
付

け
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

①
定
住
促
進
事
業

　

平
成
28
年
度
か
ら
定
住
人

口
の
増
加
と
活
性
化
を
図
る

目
的
。
色
麻
町
定
住
促
進
住

宅
取
得
等
補
助
金
は
上
限
を

50
万
円
と
す
る
。
令
和
２
年

度
新
築
1
件
・
リ
フ
ォ
ー
ム

２
件
、
令
和
３
年
８
月
現
在
、

新
築
２
件
・
リ
フ
ォ
ー
ム
１

件
。
ま
た
、
色
麻
町
三
世
代

同
居
等
支
援
事
業
補
助
金
は

上
限
を
１
０
０
万
円
と
す
る
。

令
和
２
年
度
リ
フ
ォ
ー
ム
2

件
・
令
和
３
年
８
月
現
在
、

新
築
１
件
。

　

ま
た
、「
空
き
家
バ
ン
ク
」

に
つ
い
て
も
調
査
し
、
令
和

２
年
度
の
新
規
登
録
５
件
・

令
和
３
年
８
月
現
在
で
空
き

家
９
件
・
空
き
地
２
件
の
登

録
が
あ
り
、
利
用
希
望
も
12

名
あ
る
と
の
こ
と
。

※
委
員
会
と
し
て
の
要
望

　

最
終
的
に
定
住
化
を
促
進

す
る
上
で
奨
励
金
の
要
件
の

改
正
や
空
き
家
バ
ン
ク
の
登

録
件
数
の
拡
充
と
民
間
事
業

者
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
。
財
政

を
勘
案
し
た
中
で
の
町
有
地

等
を
活
用
し
た
宅
地
造
成
を

早
急
に
具
体
化
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
頂
き
た
い
。

②
財
務
諸
表

　

令
和
元
年
度
か
ら
「
統
一

的
な
基
準
」
に
よ
り
、
資
産

台
帳
の
整
備
に
着
手
、
本
町

が
所
有
す
る
全
て
の
資
産
と

負
債
状
況
や
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
要
し
た
コ
ス
ト
を
把
握
し

複
式
簿
記
に
基
づ
い
て
発
生

主
義
に
よ
る
財
務
書
類
を
作

成
。
こ
れ
に
よ
り
団
体
間
の

比
較
が
可
能
と
な
り
、
決
算

分
析
や
予
算
編
成
へ
活
用
を

図
る
。
書
類
と
し
て
は
４
表

ま
た
は
３
表
か
ら
構
成
す
る

も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
上
で
の
予

算
編
成
や
行
政
評
価
・
財
政

指
標
の
設
定
や
適
切
な
資
産

管
理
を
す
る
こ
と
が
可
能
。

③
消
費
生
活
相
談
事
業

　

商
品
の
品
質
に
関
す
る
疑

問
や
苦
情
、
悪
徳
商
法
に
よ

る
契
約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
消

費
生
活
に
関
す
る
様
々
な
相

談
を
受
け
、
解
決
す
る
た
め

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。
令
和
２
年
度
16
件

の
相
談
件
数
が
報
告
済
み
。

※
委
員
会
と
し
て
の
要
望

　

事
業
内
容
か
ら
あ
る
一
定

の
成
果
は
見
受
け
ら
れ
る
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
事
業
の
啓

発
内
容
を
精
査
し
継
続
事
業

と
し
て
努
め
て
頂
き
た
い
。
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じ
い
ち
ゃ
ん
の
ウ
ニ

　

釜
石
の
実
家
は
、
目
の
前
が

海
で
し
た
。
じ
い
ち
ゃ
ん
が
漁

師
で
、
ウ
ニ
と
か
ア
ワ
ビ
の
養

殖
を
し
て
い
て
、
遊
び
に
行
く

と
、
割
っ
た
ウ
ニ
を
食
べ
さ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
ウ
ニ
は
醤
油

を
か
け
て
食
べ
る
よ
り
、
海
水

で
洗
っ
て
そ
の
ま
ま
食
べ
る
の

が
お
い
し
い
で
す
ね
。

　

浜
で
は
魚
は
安
い
け
ど
、
ダ

イ
コ
ン
な
ん
か
小
さ
く
て
高
い
。

色
麻
に
来
て
、
こ
ん
な
に
大
き

い
の
が
採
れ
る
ん
だ
と
か
、
野

菜
が
安
い
の
に
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。

「
ど
こ
に
行
っ
て
も

大
丈
夫
だ
か
ら
」

　

初
め
て
就
職
し
た
の
が
旅
館
。

接
客
の
仕
事
が
で
き
る
か
不
安

だ
っ
た
け
ど
、
や
れ
ば
や
っ
た

な
り
に
、
人
と
し
ゃ
べ
る
の
も

好
き
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
仕

事
が
大
変
で
、
怒
ら
れ
て
ば
か

り
。
一
年
で
ヤ
バ
い
と
思
い
ま

し
た
が
、
そ
こ
で
辞
め
た
ら
ダ

メ
な
よ
う
な
気
が
し
て
、
怒
ら

れ
な
く
な
る
ま
で
し
ば
ら
く
い

ま
し
た
。
人
に
媚こ

び
る
の
は
嫌

だ
っ
た
の
で
、
間
違
っ
た
こ
と

を
し
て
る
人
に
媚こ

び
を
売
っ
て

ま
で
従
え
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
し
た
。

　

や
め
る
時
に
、
先
輩
か
ら

言
わ
れ
ま
し
た
。「
こ
こ
で
勤

ま
っ
た
ん
だ
か
ら
、
ど
こ
に

行
っ
て
も
大
丈
夫
だ
か
ら
」
と
。

野
菜
料
理
に
苦
戦

　

野
菜
料
理
を
作
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
色
麻
に
来
て
か
ら

で
す
。
亡
く
な
っ
た
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
い
ろ
い
ろ
作
っ
て
見
せ
て

く
れ
た
か
ら
、
そ
れ
を
思
い
出

し
、
少
し
ず
つ
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
で
も
お
い
し
い

料
理
を
作
る
親
戚
の
お
ば
ち
ゃ

ん
た
ち
に
出
せ
る
も
の
は
、
ま

だ
で
き
な
い
で
す
ね
。

好
き
な
曲
で

「
全
然
イ
ケ
る
！
」

　

出
産
は
実
家
に
帰
っ
て
し

ま
し
た
。
96
時
間
も
か
か
っ

て
、
す
ご
く
苦
し
か
っ
た
。
も

う
死
ぬ
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
そ

れ
が
分
娩
台
に
上
っ
て
、
好
き

な
曲
が
Ｂ
Ｇ
Ｍ
で
流
れ
て
き
た

と
た
ん
、
気
力
が
戻
っ
て
や
る

気
が
み
な
ぎ
っ
て
き
た
ん
で
す
。

「
全
然
イ
ケ
る
イ
ケ
る
！
」
み

た
い
な
感
じ
で
。
単
純
で
す
ね
。

　

難
産
に
な
っ
た
の
は
、
臨
月

の
時
に
、
怖
く
て
運
動
し
な

か
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

身
の
回
り
の
こ
と
が
で
き

る
自
立
し
た
大
人
に

　

子
ど
も
が
社
会
人
に
な
っ
た

と
き
に
は
、
身
の
回
り
の
こ
と

が
で
き
る
自
立
し
た
大
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
れ
で
ふ
だ

ん
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と

を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

机
の
整
理
整
頓
は
ほ
と
ん
で
手

を
貸
さ
な
い
し
、
私
の
忙
し
い

の
を
見
て
、
風
呂
掃
除
や
食
器

出
し
な
ど
、
手
伝
っ
て
く
れ
る

こ
と
が
増
え
ま
し
た
。

（
談
）

私たちの「しかま議会だより」は地球環境保全のため、再生紙及び植物油インキを使用しています。

編
集
後
記
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会
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常
任
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10
月
１
日
付
で
２
回
目
の
議
会
だ

よ
り
速
報
版
を
発
行
い
た
し
ま
し
た

が
、
町
民
の
皆
様
ご
覧
い
た
だ
け
た

で
し
ょ
う
か
。
詳
し
い
内
容
は
こ
の

78
号
に
「
ギ
ュ
ッ
」
と
詰
ま
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
見
て
い
た
だ
き

既
読
済
み
？
に
し
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
連
載
の
「
風
の
人　

土

の
人
」
も
今
回
で
３
回
目
と
な
り
、

好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

我
々
議
会
広
報
常
任
委
員
会
も
、

現
在
の
メ
ン
バ
ー
で
の
編
集
・
発
行

作
業
は
、
あ
と
一
回
を
残
す
の
み
と

な
り
ま
し
た
。
議
会
の
中
身
を
知
っ

て
い
た
だ
く
と
共
に
、
議
会
を
身
近

に
感
じ
て
頂
く
た
め
、
全
員
で
二
年

の
任
期
を
精
一
杯
全
う
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。文

責　

佐
藤　
　

忍

自
立
し
た
大
人
に

な
っ
て
ほ
し
い

高根地区

後藤 郁代さん

風の人
土の人

まちは、他所（よそ）から来た
“風の人”と、地元に生まれ育った
“土の人”で成り立ち、まちの風土
が作られていく

議会の様子はパソコン・スマホで、議会の様子はパソコン・スマホで、
生中継（録画）されております。生中継（録画）されております。

次回の会議は次回の会議は
12月7日㈫からの予定です。

ごとう・いくよ
1984年生まれ
岩手県釜石市出身
高根地区在住

義父、夫、小学6年の4人と
愛犬一匹家族


